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１．はじめに 
筆者らは，2001 年以来，パラオ共和国に残る日本統治

時代の建築物に関する研究を続けてきたi），ii），iii）。これま

での研究成果を基に，2005 年９月 30 日から 2006 年３月

末日まで，同国ベラウ国立博物館で，日本統治時代の建

築物に関する展示を行った。この展示の概要と展示の準

備に伴って新たに得た知見などを報告する。なお本報で

は，当時の用語や呼称をそのまま用いた。また以下では，

原則として引用文などは，現代仮名遣いに改めた。 

２．展示の概要iv） 

1955 年に開館した，ミクロネシアで最も古いベラウ国

立博物館は，開館 50 周年にあわせて新館をオープンさせ，

記念事業を行った。この記念事業では，“Palau Through 

the Years”と題する展示が企画され，パラオをかつて統

治したスペイン，ドイツ，日本，米国の時代の歴史に関

する展示が行われた。このうち日本の時代については，

ベラウ国立博物館と在パラオ日本大使館が担当する「日

本統治時代の歴史・文化展」と共に，熊本県立大学辻原

研究室が担当する「ベラウ国立博物館開館 50 周年記念特

別展示-パラオの日本建築文化-」が含まれ，ベラウ国立

博物館の一室において展示された（写真１，写真２）。な

お，この展示にあたっては，国際交流基金の平成

17(2005)年度海外展助成事業の援助を受けた。 

「パラオの日本建築文化」展の内容は，現在もパラオ

に残っている日本統治時代の建築物に関するパネルを中

心に，復元および現状模型などである（表１参照）。さら

に，パラオ共和国の「コロールにおける日本統治時代の

建築物」の位置を表した地図も併せて展示した。また，

観覧者のためのパンフレットも用意した。 
展示準備にあたっては，主にこれまでの研究成果を用

いたが，南洋庁本庁庁舎とパラオ熱帯生物研究所の復元

模型製作にあたっては，新たに資料収集を行った。 

写真１ 展示室の様子   写真２ 展示室の様子 

 また，これら以外の建築物の模型製作の際にも，様々

な検討の結果，従来判明していなかった点が数多く判明

した。特に，パラオ無線電信所庁舎（現パラオ国会議事

堂）は大正 12（1923）年の竣工であることがはっきりと

したv）。これはパラオに残る日本統治時代の建築物のうち，

現在判明している最も古いものである。 

表１ 展示物の詳細（数字は縮尺） 

３．南洋庁本庁庁舎の復元 
３．１ 南洋庁の概要 
 南洋庁は，大正 11（1922）年に臨時南洋群島防備隊を廃

止した後，そのうちの民政部を受け継いで，委任統治領

南洋群島の行政機関として新たに設置されたvi）。 

 南洋庁本庁の庁舎は，木造注 1）２階建ての建物であるが，

執務室はほとんど２階にあり，１階は倉庫などとして使

用されていたvii）。当初は，南洋庁本庁の他，パラオ支庁，

パラオ郵便局，高等法院，パラオ地方法院なども同居し

ていた注 2）が，後には南洋庁本庁のみで使用するようにな

った。南洋庁本庁の庁舎は，委任統治期の最も初期に建

てられた建物であり，資料が少なく，設計者をはじめ詳

細は現在のところ不明である。 

３．２ 南洋庁本庁庁舎の復元の手順 
復元については，資料の収集，基本寸法の決定，平面

図の復元，立面図の復元，復元模型の作製という手順で

行った。なお，復元にあたっては，入手できた写真の数

が最も多い昭和 10 年代の姿を復元した。 

３．３ 今後の課題 
１階，２階共に，内部の部屋がどのように使用されて

いたのかについては，現在のところほとんどわかってい

ない。部屋の使い方は時代により大きく変化したと考え

られるが，これらの検討は今後の課題である。 

４．パラオ熱帯生物研究所の復元 
４．１ パラオ熱帯生物研究所の概要 
パラオ熱帯生物研究所は，日本学術振興会第７常置委

員会第 11 小委員会に所属する研究所として，熱帯生物学，

日本統治時代の名称 現在の名称 復元模型 現状模型 パネル

南洋庁本庁庁舎 （現存せず） 1/150 - ○

パラオ熱帯生物研究所 （一部基礎などのみ現存） 1/100 - ○

南洋庁パラオ支庁庁舎 パラオ最高裁判所庁舎 1/125* 1/150 ○

パラオ無線電信所庁舎 パラオ国会議事堂 1/150 1/150 ○

南洋庁パラオ医院本館
パラオ・コミュニティー・カ
レッジ事務棟

1/150 - ○

南洋庁観測所庁舎 ベラウ国立博物館旧館 1/150 1/150 ○

南洋庁気象台庁舎 社会文化省芸術・文化局庁舎 - - ○

海軍無線電信受信所庁舎 資源開発省土地測量局 1/150 - ○

*：アクリル製（それ以外は，全てバルサ製）
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特に珊瑚礁に関する生物学的研究を行うことを目的に，

当時東北帝国大学教授の畑井新清司を所長に迎えて，昭

和９（1934）年に設立されたviii）。本研究所の研究員の中

には，後に，その分野の世界的権威となった者も多い。

また，英文論文集が定期的に発行され，日本の珊瑚礁研

究のレベルを世界レベルに引き上げただけではなく，世

界の珊瑚礁研究をリードした点でも非常に意義深い。 

４．２ パラオ熱帯生物研究所における建物の整備 
昭和 13（1938）年６月に発行された『科学南洋』（１巻

１号，pp.6-7）（以下，例えば１巻１号の１ページを「科

学南洋（1-1，p.1）」などと表す）では，研究所内の諸設

備の概略が次のように記されている。 

１．実験室 平屋建木造家屋一棟（約７m×11m） 

  大実験室，写真用暗室，部屋番室 

２．海水タンク１個 容量５トン 

３．淡水タンク４個 容量 9.8 トン（内訳５トン１個，

1.6 トン３個） 

４．物置及び便所１棟（約 5.5m×3.6m） 

５．電動機室及び物置１棟 

６．採取船パパヤ号（石油発動機２馬力半装備） 

７．採集船マンゴー号（橈及帆装備） 

８．図書 

９．珊瑚標本陳列室 

10．宿舎 

実験室（研究室とも呼ばれる。内部の「大実験室」と

区別するため，以下，研究室と表す。）では何度か改修が

行われた。昭和 13（1938）年５月頃には，通風を良くす

るために新たに窓を設けた。昭和 14 年夏には，宿直室の

ような流し場のような小部屋が改造されて小実験室とな

った。昭和 14（1939）年 12 月には，実験室内の窓の新設

によって研究員の席が２つ増え，５名を一時に収容でき

るようになった。昭和 15（1940）年夏には，新実験室の

建設に伴い，暗室を研究室に改造した。 

昭和 14（1939）年 12 月には木造平屋建ての畑井記念図

書室（科学南洋（2-1，p.52））が建設された。 

 昭和 15（1940）年には，木造平屋建ての新実験室が建

設された（６月９日着工，11 月末（10 月末とも）完成）。 

４．３ パラオ熱帯生物研究所の復元 
パラオ熱帯生物研究所については，畑井記念図書館，

研究室，新実験室，その他の建物を復元した。なお，復

元模型の製作は，昭和 15 年頃の様子を復元した。ただし，

地形については正確に復元できてはいない。 

４．４ 現地調査との比較 
2005 年 10 月に，再度現地調査を行うことができた。そ

の結果，研究室，新実験室，物置（便所含む）ならびに

電動機室（物置含む）の基礎（現在は，その上に当時の

ものとは異なる建物を建てている。），船着き場などが残

っていることを確認した。また，新実験室の正面から向

かって右面には階段があったこと，背面には石積みの擁

壁を建設して敷地を広げていたことなどが確認できた。

これらの新しい知見は，今回の復元作業には反映されて

おらず，今後の検討課題である。 

５．まとめ 
本報では，これまでの研究成果を基に，2005 年９月 30

日から 2006 年３月末日まで，パラオ共和国ベラウ国立博

物館で開催された日本統治時代の建築物に関する展示の

概要，展示の準備に伴って新たに得た知見や南洋庁本庁

庁舎とパラオ熱帯生物研究所の復元について報告した。

また，2005 年 10 月の再調査で新たな事実が判明したが，

これらの検討は今後の課題である。 
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注 

注 1）当時の写真から１階部分の外周の柱は煉瓦造であることがわかっている

が，１階全体が煉瓦造であるとの確たる理由は，現在のところ，見つか

っていない。 

注 2）大正 14（1925）年発行の写真集の門柱には，５つの官署の門札が掲げら

れていたix）。 
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